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１． 研究目的 

当初は，効果的なカウンセリングを行うために

求められる，カウンセラーの思考プロセスについ

て，クリティカルシンキングという視点から説明

することを目的としていたが，臨床心理学的なカ

ウンセリング中のカウンセラーの態度を明らかに

しようとする中で，対象を絞る必要があることに

加え，効果的な態度を含んだ概念としてコンピテ

ンシーを扱うのが妥当であると考えたため，対象

を絞り，スクールカウンセラーに変更して研究を

行った． 

－１ スクールカウンセラーの歴史と課題 

近年，いじめの深刻化や不登校児童生徒の増加

など，児童・生徒の心の在り様と関わる様々な問

題が生じている．そのため，児童・生徒や保護者

の抱える悩みを受け止め，学校におけるカウンセ

リング機能の充実を図るための方法の一つとして，

文部科学省は，平成 7（1995）年度から，「心の専

門家」として臨床心理士などをスクールカウンセ

ラー（以下，SC）として全国に配置している（文

部科学省，2007）．令和 3 年度には全国で，SC を

配置（定期・不定期を含む）している小学校・中

学校・高校が 9割を超えており（学校保健統計調

査，2021），今では SC は広く知られ，学校に勤務

する専門職として認知されるに至っている． 

SC の需要が高まり，配置も広がっていく中で，

SC に関する課題として，SC の活用の仕方が，学

校の教員や校内組織のあり方，校長を始めとした

教職員の意識，学校及び都道府県等によって大き

な差があること，SC の資質や経験に違いがみられ

ることなどが挙げられている（文部科学省，2007）． 

また，臨床家の資質向上のための訓練制度を整

えることについて，岩壁ら（2018）は，「現場の臨

床家に求められているコンピテンシーやニーズを

調査して課題を明確にすること」の重要性を指摘

しており，SC の活用や資質の向上の検討に際して

は，求められているコンピテンシーとニーズを明

らかにすることが重要である． 

－２ コンピテンシーについて 

コンピテンシーの定義は多数存在しているが，

今回は Boyatzis（1982）の「ある職務において，効

果的かつ（もしくは）優れた業績という結果を生

む人の根源的な特性」とする．人の根源的特徴と

は，「動機，特性，スキル，自己概念もしくは社会

的役割といった側面，もしくは人が使用する知識

の総体」である．また，コンピテンシーは，①特

性や動機といった自分では意識しないレベルのも

の，②自己イメージや社会的役割といった意識す

るレベルのもの，そして③スキルといった行動に

表れる３つのレベルに分けられる（Boyatzis，1982）

としており，このようなコンピテンシーのレベル

分けにより，コンピテンシーが目に見えるものだ

けでなく，動機といった知覚しにくいものも含む

ことを示している（加藤，2011）． 

－３ SCのコンピテンシーについて 

SC に求められている資格の一つである公認心

理師のコンピテンシーについて，公認心理師協会

（2023）は，心理的アセスメントや心理支援等を

総合的に行う力，要支援者の自己決定を徹底して

尊重する専門性，実践の結果を踏まえて逐次対応

を修正していく反省的実践，関係性の重視，科学

的知識と方法，文化的多様性や個別性の尊重，学

際的な多職種協働の重視を挙げている． 

一方で，公認心理師のコンピテンシーは，多様

な分野で活躍する公認心理師のコンピテンシーを

統括したものであるため，分野ごと，職種ごとの
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公認心理師のコンピテンシーについてはそれぞれ

検討する必要がある． 

－４ SCへのニーズについて 

SC へのニーズを検討する上で，SC と協働する

他職種の意見は重要である．特に，児童・生徒と

のかかわりが多い教員が，どのように SC を理解

し，何を SC に求めているのかということについ

て知ることは，SC のニーズの理解につながる． 

先行研究では，SC に対する教師からのニーズに

ついて「カウンセリングなど生徒・保護者に対す

る直接援助」，「コンサルテーションなど教師に対

する間接援助」，「教師・生徒・保護者の間のコー

ディネーションを行う橋渡し役」のニーズがある

こと（荒木・中澤，2007）や「カウンセリング」，

「教師との連携」，「コンサルテーション」，「発達

障害への対応」が，特に SC に学校側が求めてい

る役割であること（近藤，2023）などが示されて

いる． 

また，荒木ら（2007）の研究によれば，学校種

によっても SC の仕事に対するニーズは異なって

いることが示されており，SC へのニーズを調査す

る上では，学校種ごとの検討も必要である． 

そして，小溝・松尾・工藤（2020）によれば，

SC が設置から 20 年以上が経過し，導入時に比べ

教員から SC に対する職務や専門性に対する理解

は徐々に深まり，心理職としての専門性を学校現

場で生かすことが期待されていることが示唆され

た．一方，時間の経過とともに期待される知識や

活動も少しずつ変化し，時代の変化に対応するこ

とも SC には求められているともしており，SC は

時代によって変化するニーズを捉えることが必要

であると考えられる． 

－５ 本研究の目的 

本研究は，中学校の SC（臨床心理士・公認心理

師）のコンピテンシーを，SC の視点（SC が必要

と考えるコンピテンシー）と，教職員の視点（現

場のニーズ）の比較を交え，明らかにすることで，

SC のコンピテンシーモデルを検討することを目

的とする． 

 

２． 研究実施内容 

本研究は令和５年度の大妻女子大学生命科学研

究の倫理審査委員会の承認を得ている（承認番号

05-043）． 

－１ 調査手続きと調査対象者 

 縁故法により中学校の SC，および東京都・神奈

川県の公立中学校の教員それぞれ３～５名程度に

調査依頼をし，半構造化面接法によるインタビュ

ー調査を実施予定である． 

－２ インタビュー内容 

 SC のコンピテンシーを明らかにするために，

SC・教員それぞれに，「SC として働くにあたって，

どのような知識・技能・態度が必要だと思います

か？」といった質問によって，半構造的にインタ

ビューを行う予定である． 

－３ 分析方法 

 インタビューによって得られたデータは，SC の

コンピテンシーモデルについて詳細に検討するた

めに，人と人とのかかわりあいで成り立つ人間の

実践を理論化する質的研究法の修正版グラウンデ

ッド・セオリー・アプローチ（M-GTA）を用いる

予定である． 

 

３． まとめと今後の課題 

今年度は文献調査によって，SC の歴史や課題や

コンピテンシー，および分析方法について理解を

深めた．今後は，調査対象者を募り決定し，調査

を実施，分析予定である． 

 

付記 

本研究は大妻女子大学人間生活文化研究所の研

究助成（DB2335）「カウンセラーの思考プロセス

としてのクリティカルシンキング」を受けたもの

です. 
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